
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　袋状体またはチューブ状体の一面側に不通気性層を有し、他面側の少なくとも１部に透
液材層を有し、袋状体またはチューブ状体の内部に吸液材を配設してなる保液部を有し、
　前記透液材層が、スパンボンド不織布とメルトブローン不織布とを、

１／４～１０／１の目付量の比で積層してなる複合不織布である吸液
体。
【請求項２】
　前記不通気性層の厚さが１０μｍ～１ｍｍであり、
　前記透液材層の厚さが１０～６００ｇ／ｍ 2である請求項１に記載の吸液体。
【請求項３】
　前記スパンボンド不織布および前記メルトブローン不織布が、親油性を有するものであ
る請求項１ に記載の吸液体。
【請求項４】
　前記複合不織布が、耐水度が１～１５０ｃｍであるものである請求項１～ のいずれか
に記載の吸液体。
【請求項５】
　前記複合不織布が、通気度が５～５０００ｃｃ／ｃｍ 2・ｓｅｃであり、目付量が１０
～２００ｇ／ｍ 2であるものである請求項１～ のいずれかに記載の吸液体。
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前記スパンボンド
不織布が前記吸液体の外側に配置され、前記メルトブローン不織布が前記吸液体の内側に
配置されるように、

または２

３

４



【請求項６】
　前記保液部に配設される吸液材の量は、嵩密度で０．００５～０．５ｇ／ｃｍ 3である
請求項１～ のいずれかに記載の吸液体。
【請求項７】
　前記吸液材が、木粉である請求項１～ のいずれかに記載の吸液体。
【請求項８】
　前記袋状体またはチューブ状体の内部に、充填率８０％以下で吸液材を充填してなる請
求項１～ のいずれかに記載の吸液体。
【請求項９】
　前記袋状体またはチューブ状体が、複数に分画された保液部を有する請求項１～ のい
ずれかに記載の吸液体。
【請求項１０】
　前記不通気性層を複数層有する請求項１～ のいずれかに記載の吸液体。
【請求項１１】
　前記不通気性層が、気体不透過性材からなる複数の通気阻止層を有し、隣接する通気阻
止層の間に気体捕捉空間を配設してなるものである請求項１～１ のいずれかに記載の吸
液体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は吸液体に関し、特に、揮発性液体を速やかに効率良く吸液して、該揮発性液体を
内部に保持して蒸気の揮発、逸散を抑制することができ、しかも吸液および回収作業を簡
便かつ迅速に行うことができる吸液体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、床、路面、水面等に流出または散逸された液体を回収するために、各種の吸液体が
利用されている。例えば、交通事故時の破損車両からの漏油、給油所におけるガソリン、
軽油、灯油、重油等の可燃性または引火性を有する液体の漏出事故、貯蔵所における各種
危険物の漏出、あるいは側溝、さらには上下水道や河川への油の流出等による汚染事故に
おいては、流出した油等の液体を回収して処理し、流出した液体による二次災害を防止す
るため、吸液体による流出液体の吸収、回収が行われている。このような用途に用いられ
る吸液体として、従来、例えば、シート状の布、不織布等のシート状物、シート状物に不
通気性シートを貼り合わせたもの、パーライト等の粉粒物などが用いられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、前記従来の吸液体を用いて、揮発性液体を吸液しても、単なる通気性シートや粉
粒物からなるものは、上表面から揮発性液体が揮発、逸散してしまい、揮発性液体の回収
を十分に行うことができない、という問題があった。特に、揮発蒸気が引火性を有する液
体、例えば、ガソリン、軽油、灯油等の引火性液体が、床、路面等に流出したとき、これ
らの液体を速やかに効率良く吸液して、引火性液体が流れ広がるのを防止するとともに、
蒸気の揮発を抑制することが求められるが、従来の吸液体は、これらの要求を十分に満た
すことができなかった。また、シート状物に不通気性シートを貼り合わせたものでは、吸
収させる液体によっては、シート状物が伸びたり、不通気性シートが縮み、反ってしまう
ため、吸液体としての役割を十分に果たすことができない場合があった。さらに、粉粒物
からなるものは、吸液処理時には、吸液体である粉粒物を散布する作業を必要とし、この
散布時に飛散するおそれがある。さらにまた、吸液処理後は、ほうき、塵取り等を用いて
粉粒物を集め回収する作業を必要とし、簡便で迅速な処理作業が困難である、という問題
があった。
【０００４】
さらにまた、パーライトは、油と水とが共存する場合には、水を優先的に吸収するため、
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雨天時または側溝等の水面上に浮遊した油の吸液処理および回収作業に適用するのが困難
であった。
【０００５】
そこで、本発明の目的は、特に、揮発性液体を速やかに効率良く吸液して、該揮発性液体
を内部に保持して蒸気の揮発を抑制することができ、しかも吸液および回収作業を簡便か
つ迅速に行うことができる吸液体を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するために、本発明は、袋状体またはチューブ状体の一面側に不通気性層
を有し、他面側の少なくとも１部に透液材層を有し、袋状体またはチューブ状体の内部に
吸液材を配設してなる保液部を有する吸液体を提供するものである。
【０００７】
以下、本発明の吸液体について詳細に説明する。
【０００８】
本発明の吸液体は、袋状体またはチューブ状体をなし、使用に際して上面となる一面側に
、不通気性層を有し、他面側の全部または１部が透液材層で形成されているものであり、
かつ一面側と他面側の間に形成される袋状体またはチューブ状体の内部に保液部が配設さ
れ、該保液部に吸液材が配設されてなるものである。
【０００９】
本発明の吸液体において、一面側に配設される不通気性層は、気体不透過性を有する層で
あり、保液部に保持された液体が揮発性液体である場合には、該揮発性液体から生じる蒸
気の透過を阻止し、蒸気の発生を抑制できるものであれば、いずれの素材から形成された
ものでもよい。この不通気性層を、透明性を有する素材で形成すると、不通気性層の上か
ら吸液状況を確認することができる点で、有効である。また、この不通気性層は、単一の
通気阻止層のみからなる構造から構成されていてもよいし、複数の通気阻止層を密接して
積層した構造、あるいは複数の通気阻止層を有し、隣接する層の間に気体捕捉空間を配設
して複数の通気阻止層を重ね合わせた構造等の複数の通気阻止層を有する構造から構成さ
れていてもよい。特に、この不通気性層が複数の層から構成されていると、ガス不透過性
、ヒートシール時における加工性が良好となる点で、好ましい。また、不通気性層が複数
の層から構成されている場合、各層は同じ素材から形成されていてもよいし、異なる素材
から形成されていてもよい。また、この不通気性層によって、吸液体内の空気の外部への
流出が阻止され、吸液体が水面上に浮遊することができ、水面上の油を吸液して回収する
ことができる。不通気性層が、気体不透過性材からなる複数の通気阻止層を有し、隣接す
る通気阻止層の間に気体捕捉空間が配設されてなるものであると、各通気阻止層によって
蒸気の透過を阻止するとともに、気体捕捉空間に蒸気を捕捉、保持することによって、蒸
気の不透過性がさらに向上し、不通気性層を１層で構成する場合に比して、通気阻止層の
厚さ、重量を減少させても、所要の気体透過性を得ることができるため、本発明の吸液体
の重量低減に有効であり、さらに取扱い作業性の向上に有効である。さらに、不通気性層
を１層で構成する場合に比して浮力が増加し、水面上で使用する場合には、長時間浮遊し
て吸液を確実に行うことが可能となる。不通気性層を複数の通気阻止層で構成する場合、
通常、２～５層、好ましくは２～３層の通気阻止層で構成すると、望ましい。
【００１０】
この不通気性層の通気阻止層を形成する、気体不透過性を有する素材として、例えば、ポ
リエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン樹脂、塩化ビニル樹脂、ナイロン、ポリ
エステル樹脂、あるいはこれらの素材に導電性の素材を混合したもの等が挙げられる。ま
た、帯電防止処理が施されている素材を用いると、引火事故の防止に有効である点で、さ
らに好ましい。さらに、この不通気性層は、片面または両面に、また、複数の通気阻止層
の中でも中間の通気阻止層に、高い気体不透過性を有するフィルム、金属箔を積層し、も
しくは金属蒸着によって金属層を形成したり、表面に紙を積層する等の方法によって、さ
らに不通気性を向上させたものでもよく、また、静電気の蓄積を防止させたものでもよい
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。さらにまた、不通気性層中に、補強繊維、網状補強材（補強ネット）等の補強材を混入
あるいは挿入すれば、機械的強度の向上に有効であり、大面積の吸液体を得るため、およ
び使用時の破壊防止のために有効である。
【００１１】
この不通気性層の厚さは、通常、５μｍ～３ｍｍ程度であり、取扱い作業性および加工性
の点で、好ましくは１０μｍ～１ｍｍ程度である。
【００１２】
また、本発明の吸液体の不通気性層からなる一面側に対して、反対側の他面側には、回収
する液体を透過させる透液材層が配設される。この透液材層は、他面側の全部に配設され
ていてもよいし、１部のみに配設されていてもよい。各透液材層の形態は、例えば、他面
側に、円形、多角形、十字形等の形状の穴状、あるいは格子状、円形、多角形、千鳥状、
スリット状、水玉模様、スポット状等のいずれの形態で配設されていてもよい。また、本
発明の吸液体が、複数に分画された保液部を有する構造を有する場合は、各保液部に対応
して他面側に独立して１つまたは複数の透液材層が形設されていてもよい。この透液材層
は、保液部に配設された吸液材が吸収できるように、回収する液体を透過させることがで
きるものであれば、いずれの透液材から形成されていてもよく、特に制限されない。この
透液材は、例えば、穴あきフィルム、ネット、織布、不織布、網状体、紙等のいずれの素
材からなるものであってもよく、また、その材質としては、例えば、ポリエチレン、ポリ
プロピレン等のポリオレフィン樹脂、塩化ビニル樹脂、ナイロン、ＰＥＴ等の合成樹脂、
綿、麻、羊毛等の天然素材、金属、ガラス、カーボン繊維等の無機質素材などが挙げられ
る。
【００１３】
また、透液材として、ワックス、低分子量樹脂、ポリスチレン等の回収する液体に溶解す
る成分を含むフィルムまたはシート状物であって、吸液・回収作業時にこれらの成分が回
収する液体と接触して溶解し、回収する液体を透過させるようになるフィルムまたはシー
ト状物等、さらにウレタンスポンジ等の発泡ゴム体等の連続気泡体、あるいはシラス等の
多孔質物を含むフィルムまたはシート状物なども挙げられる。特に、回収対象となる液体
が、ガソリン、灯油である場合には、ポリオレフィン樹脂からなる透液材を用いるのが好
ましい。
【００１４】
本発明の吸液体において、透液材層が不織布からなるものであると、透液性に優れ、かつ
安価に製造できる点で、好ましい。また、この不織布が、親油性を有するものであると、
液状油脂類の吸液を効率的かつ迅速に行うことができるため、好ましい。特に、水面上に
浮遊している油を迅速に吸液するとともに、透液材層に吸液された油によって透液材層を
構成する不織布内にとどまる油の撥水性により防水膜的効果を発揮して保液部への水の浸
入が抑制され、選択的に油のみを吸液し、吸液材の吸液能力を十分に発揮させることがで
き、また、長時間、水面上に浮遊できるため、水面上の流出油の吸液、回収作業に有効で
ある。この親油性を有する不織布の具体例として、ポリプロピレン、ポリエチレン、オレ
フィン系ポリエステル、ナイロンまたはこれらの混合物等からなる不織布が挙げられる。
【００１５】
また、本発明において、透液材層を形成する不織布が、耐水度が１～１５０ｃｍであるも
のが、撥水性に優れ、透水しない点で、好ましい。
【００１６】
さらに、本発明において、透液材層を形成する不織布が、通気度が５～５０００ｃｃ／ｃ
ｍ 2  ・ｓｅｃの範囲であり、目付量が１０～２００ｇ／ｍ 2  の範囲のものであると、実用
上問題がない吸収速度が得られる点で、好ましい。特に、通気度が５０～１０００ｃｃ／
ｃｍ 2  ・ｓｅｃの範囲であり、目付量が２０～１００ｇ／ｍ 2  の範囲であるものが好まし
い。
【００１７】
本発明の吸液体において、透液材層が、２種以上の不織布を積層してなる複合不織布で形
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成されていると、耐水度が向上し、さらに長時間水面上に浮遊でき、水面上の流出油の吸
液、回収作業が容易になる点で、有効である。この複合不織布として、スパンボンド不織
布とメルトブローン不織布とを、１／４～１０／１の目付量の比、好ましくは１／２～６
／１の目付量の比で積層してなる複合不織布が挙げられる。また、透液材層を、複合不織
布で形成する場合、スパンボンド不織布が、吸液体の外側に配置され、メルトブローン不
織布が吸液体の内側に配置されるように積層した複合不織布が、不通気性層を重ねて側端
を接着して袋状体またはチューブ状体を構成する際に、不通気性層との接着が容易である
点で、好ましい。この複合不織布を構成するスパンボンド不織布としては、平均繊維径０
．１～２０デニール、目付量５～２００ｇ／ｍ 2  のものが挙げられ、メルトブローン不織
布としては、平均繊維径０．１～５μｍ、目付量４～１００ｇ／ｍ 2  のものが挙げられる
。
【００１８】
さらにまた、本発明の吸液体において、透液材層が、親水化処理された不織布からなるも
のであると、塩酸等の無機薬品の吸液、回収に有効である。親水化処理された不織布とし
ては、例えば、脂肪族多価アルコールのカルボン酸エステル等の界面活性剤を賦与したポ
リオレフィン系不織布などが挙げられる。
【００１９】
本発明の吸液体において、透液材層の厚さは、通常、１～１０００ｇ／ｍ 2  程度であり、
取扱い作業性および加工性の点で、好ましくは１０～６００ｇ／ｍ 2  程度である。
【００２０】
本発明の吸液体の保液部に配設される吸液材は、透液材層を透過する液体を吸収し、保持
できるものであれば、定形物、無定形物等のいずれの形態のものでもよく、特に制限され
ない。例えば、合成繊維、木材パルプ、合成パルプ、トウモロコシの茎、コットン・リン
ター、毛、羽毛、あるいは竹、草等の天然繊維などの繊維集積体およびその積層体、木粉
、パーライト、シラス、もみ殻等の粉粒物およびその成形品などが挙げられる。これらの
吸液材は１種のみを保液部に封入または充填してもよいし、また、２種以上、例えば、木
材パルプ等の繊維集積体またはその積層体と、木粉等の粉粒物またはその成形品とを混合
して保液部に封入または充填してもよく、さらには、３種以上を混合して保液部に封入ま
たは充填してもよい。また、吸液材とともに凝固剤またはゲル化剤を混合して保液部に封
入または充填すると、保液部における保液性能を向上させることができる、また、薄い保
液部で所要の保液性能を得ることができるため、運搬時の嵩量の低減、軽量化等の点で、
有効である。また、保液部に配設される吸液材の量は、吸液体に要求される吸液量等に応
じて適宜選択され、通常、嵩密度で０．００５～０．５ｇ／ｃｍ 3  程度である。さらに、
吸液、回収する液体が流出する勢いによって、吸液体が浮遊したり、移動することを防止
するため、吸液材の見掛け比重を調整する目的で、セラミック、石、金属、またはこれら
の粉末等の高比重物を封入もしくは充填してもよい。吸液材の充填率を８０％以下にする
と、水面上に浮遊し易く、水面上の油を吸液し易くなるため、好ましい。
【００２１】
本発明の吸液体において、吸液材として、木粉を使用すると、吸液、回収処理後、容易に
焼却することができ、また、その焼却処理時に塩素等の有害ガスを発生することもないた
め、有効である。この木粉としては、木材の裁断加工時に裁断屑として発生する木粉、い
わゆる鋸屑（おが屑）が有用かつ経済性に優れ、さらに資源の有効利用の点で、好ましい
。特に、本発明においては、杉、ヒバ、ヒノキ等の針葉樹の裁断加工時に生じる鋸屑が、
吸液効率が高く、自重に対する吸液保持量、すなわち吸液倍率が高く、かつ吸液速度が早
いため、吸液能力が高い。また、鋸屑は、一旦吸液後は、水と接触しても吸液した油等の
液体を離さずに保持する性質があるため、好ましい。また、この木粉は、粒度２ｍｍ以下
のものが、好ましい。ところで、一般に、針葉樹は、木部が仮導管と呼ばれる中空の細長
い細胞から構成され、針葉樹材中の仮導管による空隙割合は、木材容積の７０％程度にも
達する。鋸屑においては、この仮導管による空隙が開口した形態を有し、その開口部から
毛細管現象によって、多量の液体を迅速に吸液し、高い吸液効率を発揮することができる
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と考えられる。
【００２２】
さらに、本発明の吸液体を分画し、複数の保液部を有するものとすると、保液部の内部に
配設される吸液材が偏在するのを防止することができる点で、好ましい。分画の数は、吸
液体の形状、大きさ等に応じて適宜選択される。例えば、吸液体が４０ｃｍ×４０ｃｍ程
度の大きさである場合には、３～４個の室に分画されているものが好ましい。各室は、完
全に独立するように分画されていてもよいし、完全に分画されずに、吸液材が室から室へ
容易に移動できない程度の隙間を有していてもよい。例えば、連続空間、溝等の隙間を有
していてもよい。
【００２３】
また、本発明の吸液体の形状、大きさ等は、使用形態、使用方法等に応じて適宜決定され
る。例えば、本発明の吸液体が床等で使用される場合には、吸液・回収作業時に取扱い易
い点で、２０ｃｍ×２０ｃｍ～１ｍ×１ｍ程度の大きさにするのが好ましい。また、溝、
塀際、水面上、細長い場所等における吸液・回収作業には、チューブ状の展張できるもの
が、作業時間の短縮、効率的な吸液・回収作業を行うことができる点で、好ましい。
【００２４】
さらに、本発明の吸液体を用いる液体の回収は、本発明の吸液体を液体の上に被せ、放置
または上部から均一に押して、透液材層を通して液体を保液部に透過させ、吸液材に液体
を吸収させることによって行うことができる。このとき、吸液材に保持された液体が揮発
性液体である場合には、上部にある不通気性層によって吸液体の外部へ揮発した液体が揮
散することが阻止され、揮発性液体を保液部内に保持することができる。吸液体の吸液量
が飽和または吸液作業が終了した後、吸液体を回収袋に入れて集め、焼却処分等によって
最終処分を行うことができる。
【００２５】
以下、図１～３に示す本発明の吸液体の実施態様を例にとり、本発明の吸液体について詳
細に説明する。なお、以下の図１～３において、同一の符号は、同一の部分を示す。
【００２６】
図１（Ａ）に斜視図を示し、図１（Ｂ）に模式断面図を示す吸液体１は、不通気性層２と
、透液材層３とを重ね合わせ、４つの側端４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄを閉塞してなるもので
あり、図１（Ｂ）に示すように、内部に形成された袋状の保液部５に吸液材６を配設して
なるものである。
【００２７】
この図１に示す吸液体の製造は、例えば、不通気性材と、透液材とを重ね合わせ、３つの
側端４ａ、４ｂおよび４ｃを接着して封止し、保液部５を形成した後、開口されている側
端４ｄから、吸液材６を入れ、さらに、側端４ｄを封止して行うことができる。接着の方
法は、特に制限されず、例えば、ヒートシール、超音波加工によるシール、溶断、縫合、
あるいは接着剤による方法などが挙げられる。
【００２８】
この図１に示す構造の吸液体は、平坦な床や路面に流出した油等を吸液して回収する等の
用途に好適に用いることができる。
【００２９】
また、図２（Ａ）は、本発明の吸液体の別の実施態様を示す斜視図であり、図２（Ｂ）は
その模式断面図を示す。この図２に示す吸液体７は、上部に配設された不通気性層２と、
下部に配設された透液材層３とを４つの側端４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄを閉塞するとともに
、側端４ｂから側端４ｄにかけて横断して形成された分画部８ 1  および８ 2  によって分画
し、３つの袋状の保液部５ 1  ，５ 2  ，５ 3  を形成したものである。各保液部５ 1  ，５ 2  ，
５ 3  の内部には、図２（Ｂ）に示すように、吸液材６ 1  、６ 2  および６ 3  が配設されてい
るものである。
【００３０】
この図２に示す構造の吸液体７の製造は、接着等の方法によって、図１に示す構造の吸液
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体の製造と同様におこなうことができ、また、各保液部５ 1  ，５ 2  ，５ 3  を形成する方法
も、同様の方法にしたがって行うことができる。接着の方法は、特に制限されず、例えば
、ヒートシール、超音波加工によるシール、溶断、縫合、あるいは接着剤による方法など
が挙げられる。
【００３１】
この図２に示す構造の吸液体は、平坦な床や路面ばかりでなく、凹凸のある床、路面、特
に、立ち上がり角のある個所に適用して、凹部に滞留している油を吸液・回収する際に好
適に用いることができる。
【００３２】
さらに、図３は、本発明の吸液体の別の実施態様を示す模式断面図である。この図３に示
す吸液体９は、複数の通気阻止層を有する吸液体の実施態様を示し、上部に通気阻止層２

1  および２ 2  からなる不通気性層を有する以外は、前記図１（Ａ）および（Ｂ）に示す構
造の吸液体１と同じ構造のものである。この図３に示す構造の吸液体９は、２つの不通気
性層２ 1  および２ 2  を有するため、不通気性に優れ、揮発性液体からの蒸気の逸散をより
低減することができる点で、有効である。
【００３３】
この図３に示す構造の吸液体９の製造は、接着等の方法によって、図１に示す構造の吸液
体の製造と同様におこなうことができる。接着の方法は、特に制限されず、例えば、ヒー
トシール、超音波加工によるシール、溶断、縫合、あるいは接着剤による方法などが挙げ
られる。
【００３４】
また、図４は、本発明の吸液体の別の実施態様を示す模式断面図である。この図４に示す
吸液体１０は、複数の通気阻止層を有し、隣接する通気阻止層の間に気体捕捉空間を配設
した構造を有する吸液体の実施態様を示し、上部に通気阻止層２ 1  と空気阻止層２ 2  とを
有し、その２つの通気阻止層２ 1  と２ 2  の間に、気体捕捉空間１１を配設した構造を有す
る不通気性層２を有する以外は、前記図１（Ａ）および（Ｂ）に示す構造の吸液体１と同
じ構造のものである。この図４に示す構造の吸液体１０は、２つの通気阻止層２ 1  および
２ 2  を有するとともに、気体捕捉空間１１を有するため、各通気阻止層２ 1  および２ 2  に
よって蒸気の透過を阻止するとともに、気体捕捉空間１１に蒸気を捕捉、保持することに
よって、蒸気の不透過性がさらに向上し、不通気性層を１層で構成する場合に比して、通
気阻止層の厚さ、重量を減少させても、所要の気体透過性を得ることができるため、本発
明の吸液体の重量低減に有効であり、さらに取扱い作業性の向上に有効である。
【００３５】
【実施例】
以下、本発明の実施例を示し、本発明の吸液体についてより具体的に説明する。
【００３６】
（ ）
　厚さ１５μｍのポリプロピレンフィルムと、スパンボンド不織布（目付量：２５ｇ／ｍ
2  、耐水度：４ｃｍ、通気度：３３０ｃｃ／ｃｍ 2  ・ｓｅｃ、主材：ポリプロピレン、三
井石油化学工業（株）製、シンテックス）とを重ね合わせ、３つの側端をヒートシールし
て３０ｃｍ×３０ｃｍの寸法の袋状に成形し、開口部から内部におが屑１０００ｃｍ 3  を
充填した後、開口端をヒートシールして、保液部に吸液材としておが屑を封入し、ポリプ
ロピレンフィルムを不通気性層とし、不織布を透液材層とする図１に示す構造の吸液体を
製造した。
　得られた吸液体を、ガソリン５００ｃｍ 3  を入れた縦３０ｃｍ×横３０ｃｍのバットの
中に、不織布からなる透液層を下にして置いたところ、ガソリンを完全に吸収した。この
とき、バットの外周壁の外側におけるガソリン蒸気の濃度を測定したところ、０．６ｖｏ
ｌ％であった。
【００３７】
（ ）
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　厚さ４０μｍのポリプロピレンフィルムと、スパンボンド不織布（目付量：２０ｇ／ｍ
2  、耐水度：２ｃｍ、通気度：３９７ｃｃ／ｃｍ 2  ・ｓｅｃ、主材：ポリプロピレン、三
井石油化学工業（株）製、シンテックス）とを重ね合わせ、３つの側端をヒートシールし
て３３ｃｍ角の寸法の袋状に成形し、開口部から内部に、ポリエチレンからなる合成パル
プと雑フェルト繊維とを混合して厚さ１０ｍｍの板状に成形した積層吸液材（３０ｃｍ角
）を入れた後、開口端をヒートシールして封入し、ポリプロピレンフィルムを不通気性層
とし、不織布を透液材層とする図１に示す構造の吸液体を製造した。
　得られた吸液体について、実施例１と同様にして吸液性を評価したところ、完全にガソ
リンを吸収した。
【００３８】
（ ）
　実施例１で用いたものと同じポリプロピレンフィルムを２枚重ねて不通気性層を形成し
た以外は、実施例１と同様にして、図３に示す構造の吸液体を製造し、得られた吸液体の
吸液性を評価したところ、完全にガソリンを吸収した。また、このとき、バットの外周壁
の外側におけるガソリン蒸気の濃度を測定したところ、０．３ｖｏｌ％と低い値を示した
。
【００３９】
（ ）
　図５に示す通り、不通気性層として厚さ４０μｍのポリプロピレンフィルム５２と、透
液材層としてスパンボンド不織布（目付量：４０ｇ／ｍ 2  、主材：ポリプロピレン、三井
石油化学工業（株）製、シンテックス、耐水度：１０ｃｍ、通気度：２００ｃｃ／ｃｍ 2  

・ｓｅｃ）５３とを重ね合わせ、上部に配設されたポリプロピレンフィルム５２と、下部
に配設された不織布５３とを、その重ね合わせた側端５４ａ，５４ｂ，５４ｃを閉塞し、
４００ｍｍ×６００ｍｍ×２０ｍｍの袋状体を形成した。その後、側端５４ｂから側端５
４ａおよび５４ｃに並行してポリプロピレンフィルム５２と、不織布５３とをヒートシー
ルして分画部５８ 1  ，５８ 2  および５８ 3  を形成して分画し、４つの袋状の保液部５５ 1  

，５５ 2  ，５５ 3  および５５ 4  （内容積：８ｌ）を形成した。次に、各保液部５５ 1  ，５
５ 2  ，５５ 3  および５５ 4  に、開口端５４ｄから、それぞれ吸液材としてヒバ木粉（粒度
：５ｍｍメッシュパス品）１．２ｌ（合計で４．８ｌ）５６を、各保液部５５ 1  ，５５ 2  

，５５ 3  および５５ 4  の内容積の６０％の充填率で充填した。次に、開口端５４ｄをヒー
トシールによって閉塞して吸液体５１（合計重量：約６５０ｇ）を得た。
【００４０】
ガソリン蒸気の拡散抑止試験
直径２０ｃｍの円板状の吸液体（保液材：ヒバ木粉５６０ｍｌ）の試料を作製し、この試
料をガソリン２００ｍｌを入れた２０ｃｍφのステンレス製シャーレ内に入れて、ガソリ
ンを吸液させた。次に、図６に示すように、試験片を入れたステンレス製シャーレ１２ 1  

を、高さ３０ｃｍのアクリル板１３ 1  ，１３ 2  および１３ 3  で隔てられたガス拡散路１４

1  に置いた。また、比較例として、パーライト６００ｍｌを、ガソリン２００ｍｌを入れ
た２０ｃｍφのステンレス製シャーレ１２ 2  内に入れて、ガソリンを吸液させた後、ステ
ンレス製シャーレ１２ 2  を、高さ３０ｃｍのアクリル板１３ 3  ，１３ 4  および１３ 5  で隔
てられたガス拡散路１４ 2  に置いた。
次に、ステンレス製シャーレ１２ 1  および１２ 2  の外周壁の外側直近に設けたガソリン蒸
気濃度測定点１５ 1  および１５ 2  におけるガソリン蒸気濃度を２０分間連続して測定した
。測定の結果を図７に示す。図７において、Ａは本発明の吸液体によるガソリン蒸気の拡
散抑止効果を示し、Ｂはパーライトによるガソリン蒸気の拡散抑止効果を示す。また、こ
のとき、ステンレス製シャーレ１２ 1  および１２ 2  を置いた台面から３０ｃｍの高さのア
クリル板１３ 3  の直上１６におけるガソリン蒸気濃度を同時に測定し、図７にＣとして示
す。
【００４１】
ガソリン引火試験
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２０ｃｍ×２０ｃｍの直方体状の吸液体（吸液材：ヒバ木粉）の試料を作製した。この試
料を、ガソリン５０ｍｌを入れた２０ｃｍ角のステンレス製オイルパンに入れて、ガソリ
ンを吸液させた。また、比較例として、パーライト１５０ｍｌを、ガソリン５０ｍｌを入
れたステンレス製オイルパンに入れて、ガソリンを吸液させて比較試料とした。
これらの試料および比較試料を、幅４ｃｍ×深さ８ｃｍ×長さ１．５ｍの溝の一端の側縁
上に配置し、溝の他端に着火したローソクを置き、５分間でガソリン蒸気が溝内を伝って
引火を生じるか否かを確認した。なお、吸液体を用いずに、ガソリン５０ｍｌのみを入れ
たステンレス製オイルパンを溝の直近傍に配置した引火試験の結果では、３１秒で引火し
た。
【００４２】
水面上のガソリン吸収試験
水を張った直径２５ｃｍφの円形水槽に、ガソリン５０ｍｌを入れた後、２０ｃｍ×２０
ｃｍに成形した吸液体試験片を投入し、１分間攪拌し、水面上のガソリンの浮遊状況を測
定した。また、比較例として、吸液体試験片の代わりに、パーライト１５０ｍｌを、ガソ
リン５０ｍｌを入れた水槽に投入し、１分間攪拌して、水面上のガソリンの浮遊状況を測
定した。
【００４３】
軽油吸収倍率の測定
３０ｃｍφのろ紙をロート型に折り、保液材：ヒバ木粉５００ｍｌを入れて、秤量した（
Ｗ 1  ｇ）。次に、底部にゴム栓をした１５ｃｍφのロート内に配置した後、軽油５００ｍ
ｌを上から注ぎ入れ、５分間放置した。その後、ゴム栓を抜いて５分間放置して、軽油を
切り、軽油を吸液した吸液体を入れたままのろ紙の重量（Ｗ 2  ｇ）を秤量した。また、比
較例として吸液体の代わりにパーライト５００ｍｌを用いて、同様の測定を行った。さら
に、吸液体を入れないろ紙についても同様の測定を行い、ろ紙による軽油の吸収量（Ｗ 3  

ｇ）を測定し、下記の式（１）にしたがって軽油吸収倍率Ｘを求めた。
軽油吸収倍率Ｘ＝（Ｗ 2  －Ｗ 1  －Ｗ 3  ）／Ｗ 1  

Ｗ 1  ：軽油吸収前の重量（ｇ）
Ｗ 2  ：軽油吸収後の重量（ｇ）
（但し、Ｗ 1  およびＷ 2  は、ろ紙の重量を差し引いた重量である。）
Ｗ 3  ：ろ紙による軽油の吸収量（ｇ）
【００４４】
軽油吸着試験
９０ｃｍ角の鉄製オイルパンに軽油６ｌを入れ、吸液体（４００ｍｍ×６００ｍｍ）４枚
を、作業者による手作業で配置し、風による吸液体の飛散状況等を観察した。また、パー
ライト１８ｌを作業者による手作業で散布し、風による飛散状況を観察した。
【００４５】
回収作業試験
上記の軽油吸着試験において軽油を吸液した吸液体およびパーライトのそれぞれを、防水
シート上に移し、吸液体については手で摘み上げてポリ袋に入れて回収し、また、パーラ
イトについては、ほうきと塵取りを用いて袋に回収し、それぞれの回収作業性を評価した
。
前記の各試験における結果を、下記の表１にまとめて示す。
【００４６】
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【００４７】
（実施例 ）
　例４の吸液体の透液材層として、平均繊維径２．６デニールのスパンボンド不織布（目
付量：３０ｇ／ｍ 2  、主材：ポリプロピレン）と

を貼り合わせ積層した複合不織布を用いた以外は、
例４と同様にして吸液体を得た。
　水槽に水を張り、得られた吸液体を投入したところ、水面上に５時間浮遊状態を保った
。なお、例４の吸液体では、２０分であった。
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１

、メルトブローン不織布（三井石油化学
工業（株）製シンテックスＭＢ）と、



　また、水槽に水を張り、赤色に着色したガソリン１．５ｌを入れて、水面上に浮遊させ
た後、前記に得られた吸液体を投入し、ガソリンが有効に吸液、回収されるか否かを目視
で観察した。
　吸液体が、水面上のガソリンに触れた瞬間から直ちに吸液が開始された。棒を使って吸
液体を移動させると、吸液体が通った後は、ガソリンが吸収されて、清浄な水面が現れた
。１０数秒で水面のガソリンを回収できた。
【００４８】
【発明の効果】
本発明の吸液体は、床、路面、水面等に流出または漏出した液体を、高い吸液速度および
吸液効率で、しかも簡便な作業で吸液し、回収することができる。特に、揮発性液体を速
やかに効率良く吸液して、該揮発性液体を内部に保持して蒸気の揮発を抑制することがで
き、しかも吸液および回収作業を簡便かつ迅速に行うことができる。そのため、本発明の
吸液体は、床、路上、水面等に流出した液体、特に迅速な処理が必要とされる、ガソリン
、軽油等の引火性液体の吸液・回収処理に有効であり、各種の吸液・回収処理の用途に好
適に用いることができるものである。また、雨天時または側溝等の水面上に浮遊した油の
吸液処理および回収作業においても、高い吸液効率を発揮することができるため、実用上
の価値が高い。
【図面の簡単な説明】
【図１】（Ａ）は本発明の吸液体の第１の実施態様の概略を示す斜視図、（Ｂ）はその模
式断面図。
【図２】（Ａ）は本発明の吸液体の第２の実施態様の概略を示す斜視図、（Ｂ）はその模
式断面図。
【図３】本発明の吸液体の第３の実施態様の概略を示す模式断面図。
【図４】本発明の吸液体の第４の実施態様の概略を示す模式断面図。
【図５】本発明の実施例５で製造した吸液体の一部を切り欠いて示す斜視図。
【図６】本発明の実施例４において行ったガソリン蒸気の拡散抑止試験を説明するガス拡
散路平面図。
【図７】実施例４におけるガソリン蒸気の拡散抑止試験の結果を示す図。
【符号の説明】
１　吸液体
２　不通気性層
２ 1  ，２ 2  　通気阻止層
３　透液材層
４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ　側端
５，５ 1  ，５ 2  ，５ 3  　保液部
６，６ 1  ，６ 2  ，６ 3  　吸液材
７　吸液体
８ 1  ，８ 2  　分画部
９　吸液体
１０　吸液体
１１　気体捕捉空間
１２ 1  、１２ 2  　ステンレス製シャーレ
１３ 1  ，１３ 2  ，１３ 3  ，１３ 4  ，１３ 5  　アクリル板
１４ 1  ，１４ 2  　ガス拡散路
１５ 1  ，１５ 2  　ガソリン蒸気濃度測定点（シャーレ外周壁の外側直近）
１６　ガソリン蒸気濃度測定点（アクリル板１３ 3  の直上）
５１　吸液体
５２　ポリプロピレンフィルム
５３　不織布
５４ａ，５４ｂ，５４ｃ　側端
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５５ 1  ，５５ 2  ，５５ 3  ，５５ 4  　保液部
５８ 1  ，５８ 2  ，５８ 3  　分画部
５４ｄ　開口端
５６　ヒバ木粉

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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